
斎宮学講座は、 歴史 ・ 考古 ・ 古典などさまざまな角度から、 斎宮について学ぶ、 オムニバス形式の講座です。

［会場］　斎宮歴史博物館　講堂　［開催時間］　13時 30 分～ 15時 30分
［定員］　各回 120 名 （定員を超えた場合、 抽選となります）　　［参加費］　無料

問い合わせ ・ 往復はがき宛先
515-0325　三重県多気郡明和町竹川 503 「斎宮学講座係」
TEL ： 0596-52-3800 （代表）　　FAX ： 0596-52-3724
E-mail ： saiku@pref.mie.lg.jp 　
HP ： https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/saiku/

■電子申請 
当館ホームページのトップページか、 三重県ホームページ内 「各種
手続 ・ サービス」→「電子申請」 からお申し込みください。
上記二次元コードからもお申し込みが可能です。 お申し込みは、 １件
の申請につきおひとり様とさせていただきます。

▲博物館 HP

■往復はがき
住所 ・ 名前 （ふりがな） ・ 電話番号を明記のうえ、 下記宛先に
お送りください。※締切日必着
お申し込みは、 はがき１枚につきおひとり様とさせていただきます。

お申し込み方法

平安時代に成立した寝殿造は、 ひとつの大きな空間を調度で仕切り、 生活の空間を創り出しました。 源氏物語
絵巻などを中心に、 王朝物語や儀式書にも目を向け、 当時の后や姫君、 女房の居場所とくらしの様子をさぐって
いきます。 斎宮歴史博物館所蔵の模型やさいくう平安の杜 （復原施設） についてもご紹介します。

https://apply.e-tumo.jp/pref-mie-u/offer/offerList_detail?tempSeq=3448

第２回　９月２６日（土曜日）

絵巻に描かれた寝殿造と女性の空間
　赤澤　真理 （あかざわ　まり） さん （大妻女子大学家政学部准教授）

募集期間 ： ８月１日 （土曜日） ～　８月２8 日 （金曜日）

お申し込み二次元コード

古代にも美味しいお菓子がありました。 甘味料の甘葛煎 （あまづらせん） は現代人をも 「美味しい！」 といわせる
逸品です。 甘葛煎の再現や、 古代菓子を現在の材料で作った古代スイーツからわかったことなどを含めて、 資料に
みえる古代のお菓子とその使われ方などに迫ります。

https://apply.e-tumo.jp/pref-mie-u/offer/offerList_detail?tempSeq=3449

第３回　１２月１９日（土曜日）

古代のお菓子と飲食文化
　前川　佳代 （まえかわ　かよ） さん
　　　（奈良女子大学　大和 ・ 紀伊半島学研究所　古代学 ・ 聖地学研究センター　協力研究員）

募集期間 ： １０月２4 日 （土曜日） ～　１１月２0 日 （金曜日）

お申し込み二次元コード

平安時代の貴族の間では、 洲浜台と呼ばれる、 清浄な海辺をミニチュア化した箱庭のようなものが盛んに用いられ
ていました。 本講座では、 長久元年 （1040） に斎宮で行われた貝合を中心に据えつつ、 この洲浜台のユニーク
な歴史をひも解いてみたいと思います。

https://apply.e-tumo.jp/pref-mie-u/offer/offerList_detail?tempSeq=3447

第１回　６月２７日（土曜日）

平安時代における洲浜台 ――長久元年斎宮良子内親王貝合を中心に
　原　瑠璃彦 （はら　るりひこ） さん （静岡大学人文社会科学部准教授）　

募集期間 ： ５月９日 （土曜日） ～　６月５日 （金曜日）

お申し込み二次元コードすはまだい
ちょうきゅう

斎宮学講座
さ　い　　　く　う　　　が　く令和 8年度　斎宮歴史博物館


